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 [背景] レーザーを金属や半導体表面に照

射すると、偏光方向に直交する波長程度の周期

構造が形成され[1]、また酸化物誘電体やガラ

スでは偏光に平行な縞の形成が報告されてい

る[2]。これらはレーザー誘起周期的表面構造

(Laser-Induced Periodic Surface Structure: LIPSS)

と呼ばれる。イットリア安定化正方晶ジルコニ

ア多結晶体(3mol％ Y2O3 添加 ZrO2：3Y-TZP)

は優れた機械的特性を有するセラミックスで

あり医療部材や機械部材に用いられている。前

回までにチタンサファイアレーザーを用いて

LIPSS 形成を行い、偏光に平行で周期Λが波長

λと同程度か波長より大きな LIPSS の形成と、

フルエンスとパルス幅に依存した周期の変化

を報告した [3,4]。今回、LIPSS 形成のレーザ

ー波長依存性の観測結果について報告する。 

[実験方法] 材料粉末（TZ-3YB-E, Tosoh）を

1350℃で焼結後、鏡面研磨したものを 3Y-TZP

基板として用いた。中心波長 1030nm パルス

幅約 200 fs の Yb:KGW レーザーとその二倍波

(515nm)、 三倍波(343 nm)を基板表面に複数パ

ルス集光照射した。パルスエネルギーと焦点位

置を変え、照射ピークフルエンスを変化させた。

またパルス幅依存性（200 fs ~ 5 ps）を波長 1030 

nm で評価した。共焦点レーザー顕微鏡、走査

型電子顕微鏡で LIPSS を観測した。 

[実験結果] 約 10 ショット以上照射すると偏

光方向に平行な LIPSS 形成を確認し、3 つの波

長において周期はフルエンスに対して増大し

た。また周期はパルス幅と共に増大した

(1030nm)。Figure 1 に 810 nm での過去の結果

と合わせ、周期を波長に対してプロットしたも

のを示す。Λ/λは１から 1.5 の範囲であった

（フルエンスとパルス幅依存性を含む）。 
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波長よりも大きな周期の形成機構は検討中で

ある。応用としてインプラント材料表面へのア

パタイト膜の密着性向上があり[5]、LIPSS 周期

と生体親和性の関係について今後検討したい。 
本研究の一部は JSPS 科研費 16K13706 の助成

を受け、文部科学省「ナノテクノロジープラット

フォーム」事業の支援により AIST-NPF において

実施した。 
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Figure 1. Dependence of the LIPSS period on 
the laser wavelength. 
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